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研修会事務局からのお知らせ
①今後の協議会・研修会予定
②アンケート（出席確認）
③拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について

(第1回協議会アンケート結果より）
④相談支援システム



⚫ 肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会 通常年１回 (３月 1泊2日）

⇒2022年3月5日 hybrid 開催 約3時間

49施設 129名*（現地25名 LIVE104 名）*昨年205名

テーマ: ～コロナ禍から学んだ・悩んだ肝Co活動を話そう！～

好事例： 徳島大学 福井済生会（公募で決定）

企画： 意見交換会（施設毎：10 group 程度)

⚫ 令和4年度第2回拠点病院連絡協議会・協議会参加者向け研修会

⇒2021年7月15日(金)（東京コンファレンスセンター品川確保）
Hybrid 開催 (オンデマンド配信は未定）

①-a 肝炎情報センター主催研修会予定
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①-b 研修会名が変わっています
連絡協議会参加者は研修会も必ず参加をお願いします

①2009～医師向け研修会

②2015～医師・責任者向け研修会

責任者参加皆無
事務担当者の若年化(平均が5年未満)

研修会内容：基礎・臨床系で
政策・公衆衛生(社会医学)のテーマは無

医師も帰宅or交代する施設も

病院長・事務上職にも参加しやすいように社会医学もテーマに
2017～会場もNCGMから品川 夏季:政策研究 冬季: 臨床＋ブロック会議の共有

施設2名まで旅費負担⇒参加者が研修内を拠点病院内で情報共有

連絡協議会のみで
帰宅する事務担当者が多い

コロナ禍でweb配信となり
メディアカルスタッフの参加が増加

研修会のみ参加希望も

③2021～連絡協議会参加者向け研修会
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②-a アンケート（９題）に回答のお願い

下記QRコードを利用してスマートフォンからでも可能

出席確認を兼ねていますので
必ず返信をお願いします

現地参加者・オンデマンド
の未返信が多い

氏名(入力）

所属（プルダウン)

職種（プルダウン)

年数(入力）

視聴方法（プルダウン)

「次へ」押して登録

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen
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②-b 活動事例・研修会発表への質問があれば記入を(左)

研修会のテーマも選択ください(右）

選択肢に未回答があれば
終了できません

臨床

拠点病院事業
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②-c 来年度の参加形態(参加するとして)を１つ選択 (上)

最後の画面を確認し登録(下左)⇒最終画面 (下右）

登録後にThanks mailが届きます
迷惑mail・アドレス間違い有
複数回、回答する前に確認を

全問の確認

登録して終了
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③今後の連絡協議会・研修会参加希望
少なくともLive配信をご検討ください⇒DVDは継続

拠点病院間連絡協議会（拠点病院間の連携・共有は？）
⇒36施設がオンデマンドのみ+医師がLive参加無７施設＝43施設(60%)
⇒オンデマンド配信は3週間後 「均てん化」「情報提供体制」といえますか？

ハイブリッドであればLive視聴は必須ではないでしょうか？
視聴不可なら代行を立てる必要はあるのでしょうか？

視聴希望であれば時間を確報する必要性があるのでは？
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③-a拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について

ハイブリッド＋オンデマンド配信でよいのでしょうか？

オンデマンド(DVD)配信は集合型の補完として継続有
双方向性維持のためにハイブリッドをmain

web配信で視聴数増加も視聴率低下

パスワードを講義毎に作成・Live視聴時はカメラオン
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③-b R3年度 第１回連絡協議会・研修会後のアンケート
オンデマンドのみ依然35%

現地/Liveのみ募集 71施設 現地27名 Live 172名 (20220104時点)

（マンボウ後） 現地15名 Live 180名 (20220123時点)

n=184
n=184



218名

Live 金 41 18.8%

1日目 金 9 4.1%

2日目 土 11 5.0%

3日目 日 2 0.9%

4日目 月 13 6.0%

5日目 火 13 6.0%

6日目 水 20 9.2%

7日目 木 20 9.2%

8日目 金 25 11.5%

9日目 土 8 3.7%

10日目 日 6 2.8%

11日目 祭日 9 4.1%

12日目 火 7 3.2%

184 84.4%

②-c アンケート（９題）に回答のお願い③-c R3年度 第１回連絡協議会・研修会後のアンケート返信状況
オンデマンドのみ非返信者への個別勧奨を辞めると10%低下

84.4% (R3 第1回)

個別

95.9% (R2 第2回)

アンケート未返信者はどの会議でも未返信
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•オンデマンド視聴予定 213名（③ 167 名 ①∔③、②＋③ 4６名＊）⇒170名の視聴要

参考: 昨年度第2回協議会オンデマンド（協議会 221名 研修会 208名）⇒220名視聴要

③-d パスワード導入にてユニークユーザー数が維持



③-e 第1回連絡協議会アンケート結果(自由記載)

1. Live・現地希望の自由記載

2.オンデマンド希望の自由記載

・Liveだけでなくオンデマンド形式もあると参加しやすく非常にありがたいです。
・事務職にとってはなかなか難しい内容（特に研究関連）があり、参加する内容を取捨選択
できるとありがたい

・オンデマンド配信はこちらの都合で視聴することができ助かります。

・同じ日時に全員集まることと配信は一長一短があるとは思いますが、遠方の先生の不利益
や診療との 兼ね合いなどから配信の形式は残していただきたいです。

（アンケート全結果は別掲の参考資料をご参考ください）

・WEBで顔を正面に出していますので、司会は、指名したり発言を引き出し易いと思います（今
の方式がよいと思います）。視聴する側も心構えをしていただくと（自分の意見を持っていただ
く）よいと思います。
・Liveで参加すべきと思います。オンデマンドがあると、医師として周囲で急変や問い合わせが
あるとどうしても断りづらくなります。
・オンデマンド配信よりは、ライブ配信の方が皆さんのお顔も見れて臨場感がありました。
・コロナ禍が落ち着けば集合型開催でお願いします。（3件）
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④-a相談支援システム利用状況
システム導入後件数に変化ありません

ご入力下さり誠にありがとうございます
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④-b相談支援システム利用状況
活用指標・解析dataを送付⇒今後に役立てください

か活動指標を用いたチャート配布 か肝疾患患者相談支援システム
2020年度報告書



④-c 相談支援システム利用状況
質問箱を通じた情報共有:Agenda内容も写真/PDFでup load可能

佐賀大学
啓発風景

長崎医療C
市民公開講座
Agenda
研究班HP告知
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④-c 相談支援システム利用状況
質問箱を通じた情報共有:mailにて多施設へ同時に質問

IFN でNSAID使用⇒腎障害⇒透析・腎臓癌
若年者へIFNを複数回使用の意義
当時への医師へ病状を転送

業務である以上 回答に限界 Maiｌにての相談受付(3%)⇒継続？
SNS・情報発信に伴う課題が増加



再度なりますが研修会内容はアンケートより決定

肝硬変ガイドラインの
ポイント
吉治仁志 教授

R4はアルコール?

ブロック会議より
岐阜県
川崎市

R4は病診連携・肝がん
助成等の政策研究？
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アンケート回答(=出席確認)をお願いします
下記QRコードを利用してスマートフォンからでも可能

必ず返信をお願いします(特に現地参加者へ）

パスワード入力用
数字6文字

講義ごとにパスワード付帯




